
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えほん 

低学年 
  

 

三まいのはがき 
おくやまゆか さく  

福音館書店  

  

 
ある日

ひ

、ゆうたは３びきの生
い

きものをた

すけました。おかあさんにしおをかけられ

そうになったナメクジ、学
がっ

校
こ う

へむかうとち

ゅうにバスどおりでみたカエル、そして校
こ う

庭
てい

でサッカーをしていたともだちにふんづ

けられそうになっていたヘビです。 

するとつぎの日、ゆうびんうけにはゆう

たあてのしょうたいじょうのはがきが三ま

いはいっていました。ゆうたは、ちょっとお

もしろそうだなとおもって、はがきをにぎり

しめて家
いえ

を出
で

ました。 

 

わたし、いえた！ 
深山さくら 作 北沢優子 絵 

岩崎書店  

 こはるとかずきくん、まなちゃんの３人

は、金魚
き ん ぎ ょ

のせわをするしいくがかりです。 

水
すい

ようび日
び

のほうかごは、金魚
き ん ぎ ょ

の水
みず

を

とりかえて、水そうをきれいにする日です

が、まなちゃんは学校
が っ こ う

を休
や す

んでいて、か

ずきくんは、やくそくがあるといって、帰
か え

っ

てしまいました。のこったこはるは、ひと

りで金魚のせわをはじめますが、しっぱ

いばかりです。 

「手
て

つだって」のひとことが、なかなか

いえない、女
おんな

の子
こ

のおはなしです。 

 

とおいきたのくにで、おなかをす

かせたこぎつねを、たすけてくれた

のはしろいひげのやさしいおじいさ

んでした。みどりのきせつになると、

おじいさんはたくさんのおもちゃを

つくり、いそがしそうです。またゆき

のきせつになると、おじいさんはたく

さんのおもちゃをソリにのせ、こぎ

つねをつれてしゅっぱつしました。 

 こぎつねのとくべつな 

      クリスマス 
ポリー・フェイバー さく  

リチャード・ジョーンズ え ひびのさほ やく 

       岩崎書店 

 

わたしがパジャマにきがえるこ

ろ、ママはたいせつな仕
し

事
ご と

にいく。

わたしがねているよるも、町
ま ち

ではい

ろんな人がはたらいている。ビルの

そうじをする人、警
け い

察
さ つ

官
か ん

、スーパー

ではたらく人、ものをはいたつする

人。みんなのくらしをささえてくれて

いる、よるのあいだに仕事をしてい

る人たちをしょうかいします。 

 

よるのあいだに… 
－みんなをささえるはたらく人たち－ 

ポリー・フェイバー 文  

  ハリエット・ホブデイ 絵 中井はるの訳 

BL 出版            



 

  

中学年 

高学年以上 
  

 
おなかをすかせたドラゴンと 

       ためいきゼリー 
仁科幸子 作 

あすなろ書房 

 

クイズ研究会チームスリー 
まはら三桃 作   

金の星社 

 

ネコの街
まち

の夜空に三
み

日
か

月
づき

がのぼると、大きな

看板
かんばん

を背
せ

おった黒ネコがあらわれます。看板に

は『ためいきありませんか？大きく深
ふか

いためい

き、大
だい

歓
かん

迎
げい

！』。ためいき一つにつき、ハッピー

になれる、特製
とくせい

水アメが一つもらえるというので

す。この水アメには、ラッキードラゴンが作り出

したハッピーエネルギーが入っています。もらっ

た水アメをなめたネコたちは、〝一
いっ

瞬
しゅん

″目をか

がやかせるのでした。 

ある日、いつものように黒ネコが街へ出ると、

ネコたちの様
よ う

子
す

がいつもとちがうことに気づきま

した。ためいきをすってハッピーエネルギーに変
か

えるラッキードラゴンと黒ネコのおはなし。 

小学３年生の千
ち

愛
な る

は、学童クラブ・くれよん

で、愛
あい

空
ら

ちゃん・風
ふ う

翔
か

ちゃん・麻
ま

央
お

ちゃんといつ

も一緒。ある日、千愛は親切のつもりで愛空ち

ゃんに言った。「くつ下、あながあいているから、

新しいのを買ってもらったら」。たぶんだけど、そ

の日から愛空ちゃんはあまり口をきいてくれなく

なった。３年生になってから、なんだかうまくいか

ない。みんなで一緒にいたいのに、追いていか

れるような気がする。みんなが変わっちゃったの

かな、それとも私が変わらなきゃいけないのか

な。 

あまずっぱい友情と将来へのあこがれを描

く、やさしくてほろ苦い物語。 

なりたいわたし 
村上しいこ 作 北澤平祐 絵 

フレーベル館 

 

 
クイズ研究会「チームスリー」のメンバー冴

さえ

、

利斗
り と

そして直
なお

は小学校対
たい

抗
こ う

のクイズ大会に向け

て練習中。ところが、直が e―スポーツをやると

言い出し、やめてしまった。そこで、代役になった

一
いっ

歩
ぽ

と冴たちが、住んでいるマンションのサロン

で練習をしていると、ライバルである「チームエコ

ル」があらわれた。「チームエコル」の３兄弟はな

んと、このマンションに引っ越してきたという。な

ぜか次の日から「チームスリー」と「チームエコ

ル」は一緒に練習することになった。そして、２チ

ームは、「FTB」というテレビ番組の子どもクイズ

大会に出演しないかと誘われる。 

さあ、どちらのチームもがんばれ。 

にわか魔
ま

女
じょ

のタマユラさん 
  伊藤充子 作 ながしまひろみ 絵 

              偕成社 

「喫茶
き っ さ

たまゆら」は町でひょうばんのお店
みせ

で

す。ある日、店主
てんしゅ

のタマユラさんはおばあさんか

ら黒
く ろ

い大きなカバンをあずかりました。あけてみ

ると、中には長いほうきと大きななべと鉢
はち

うえの

植物
しょくぶつ

と黒いネコが入っていました。魔女のセット

みたいです。そういえば、おばあさんは「すてき

な名まえをつけてよんであげて」と言っていまし

た。 

タマユラさんが、黒ネコに「キンツバ」という名

まえをつけて話しかけてみると、「キンツバ」と話

ができるようになりました。タマユラさんにはふし

ぎな力がやどり、困
こ ま

っている人を助
たす

けてあげるよ

うになります。 

 


